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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

日本好配当 
リバランスオープン 

 

第58期（決算日 2019年10月７日） 

第59期（決算日 2020年１月７日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「日本好配当リバランスオープン」は、2020

年１月７日に第59期決算を迎えましたので、過去６ヵ

月間（第58期～第59期）の運用状況ならびに決算のご

報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2005年3月23日から2025年1月7日までです。 

運 用 方 針 

わが国の金融商品取引所上場株式を主要投

資対象とし、投資信託財産の成長を図るこ

とを目標に積極的な運用を行います。 

運用にあたっては、日経500種平均株価採用

銘柄を予想配当利回りの高い順にランキング

し、上位の70銘柄程度を投資対象とします。 

投資にあたっては、各銘柄への資産配分が、

概ね等金額投資となることを目標に運用を

行います。 

組入銘柄の見直しと各銘柄の組入比率の調

整（リバランス）は、原則として、1ヵ月毎

に行います。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場株式を主要投

資対象とします。 

投 資 制 限 
株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

年4回、1月、4月、7月、10月の各月の7日（そ

れぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を

行い、原則として、以下の方針に基づき分配

を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、分配対象収益の範囲内で、委託

会社が分配可能額を勘案のうえ決定しま

す。なお、1月の決算時の分配金額は、基準

価額が当初元本を上回っている場合は、委

託会社が基準価額水準を勘案のうえ決定し

ます。 

分配可能額が少額の場合や基準価額水準に

よっては、収益分配を行わないことがあり

ます。 
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日本好配当リバランスオープン 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日経500種平均株価 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

50期(2017年10月10日) 10,860 40 4.3 2,037.22 7.7 1,695.14 5.5 96.2 － 4,022 

51期(2018年１月９日) 10,063 1,800 9.2 2,291.54 12.5 1,889.29 11.5 94.7 － 3,627 

52期(2018年４月９日) 9,377 40 △ 6.4 2,168.88 △ 5.4 1,725.88 △ 8.6 95.4 － 4,370 

53期(2018年７月９日) 9,228 40 △ 1.2 2,134.77 △ 1.6 1,711.79 △ 0.8 96.2 － 4,512 

54期(2018年10月９日) 9,622 40 4.7 2,154.40 0.9 1,761.12 2.9 94.7 － 5,065 

55期(2019年１月７日) 8,325 40 △13.1 1,866.38 △13.4 1,512.53 △14.1 95.1 － 5,927 

56期(2019年４月８日) 8,855 40 6.8 2,063.46 10.6 1,620.14 7.1 95.8 － 7,917 

57期(2019年７月８日) 8,457 40 △ 4.0 2,031.97 △ 1.5 1,578.40 △ 2.6 95.8 － 7,690 

58期(2019年10月７日) 8,196 40 △ 2.6 2,056.54 1.2 1,572.75 △ 0.4 95.7 － 6,872 

59期(2020年１月７日) 8,945 40 9.6 2,268.01 10.3 1,725.05 9.7 95.0 － 6,209 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 日経500種平均株価および東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 日経500種平均株価 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

第58期 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2019年７月８日 8,457 － 2,031.97 － 1,578.40 － 95.8 － 

７月末 8,276 △2.1 2,026.38 △ 0.3 1,565.14 △0.8 96.8 － 

８月末 7,759 △8.3 1,983.29 △ 2.4 1,511.86 △4.2 95.3 － 

９月末 8,383 △0.9 2,081.67 2.4 1,587.80 0.6 95.4 － 

(期  末)         

2019年10月７日 8,236 △2.6 2,056.54 1.2 1,572.75 △0.4 95.7 － 

第59期 

(期  首)         

2019年10月７日 8,196 － 2,056.54 － 1,572.75 － 95.7 － 

10月末 8,793 7.3 2,183.81 6.2 1,667.01 6.0 95.8 － 

11月末 8,952 9.2 2,230.57 8.5 1,699.36 8.1 96.5 － 

12月末 8,992 9.7 2,256.77 9.7 1,721.36 9.4 95.9 － 

(期  末)         

2020年１月７日 8,985 9.6 2,268.01 10.3 1,725.05 9.7 95.0 － 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 
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日本好配当リバランスオープン 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、日経500種平均株価および東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2019年７月８日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種では、その他金融業や建設業、医薬品、銀行業などが主なプラス要因となりました。 

・個別銘柄では、田辺三菱製薬や日立キャピタル、長谷工コーポレーション、ＮＴＴドコモなどが主なプラス要因と

なりました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種では、鉄鋼や非鉄金属、繊維製品、ガラス・土石製品などが主なマイナス要因となりました。 

・個別銘柄では、東邦亜鉛やジェイ エフ イー ホールディングス、日本製鉄、松井証券などがマイナス要因とな

りました。 
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国内株式市場は、米中貿易摩擦に対する先行き不透明感の強まりなどを背景に、2019年８月下旬にかけて軟調に

推移しました。しかしその後は、米国の利下げ観測が強まったことや、米中通商協議の早期妥結への期待が高まった

ことから切り返す展開となりました。12月に入ると米中通商協議が「第１段階」の合意に達し一段高となりました

が、作成期末にかけてはトランプ米大統領の指示でイラン革命防衛隊司令官が殺害され、中東情勢が緊迫化したこ

とから小幅に下落しました。 

 

  
［株式組入比率］ 

相場の変動や分配金の確保のため、一時的に組入比率が上下する場面がありましたが、高位組入れを基本としま

した。株式組入比率は概ね94％～98％の間で推移させ、作成期末では95.0％となっております。 

 

［当作成期間の運用状況］ 

運用の基本方針に則り、毎月末のデータをもとに日経500種平均株価採用銘柄の中から予想配当利回り上位70銘柄

を選定し、翌月に各銘柄への資産配分が概ね等金額になることを目標に組入銘柄の入替えと組入比率の調整を実施

しました。また、追加設定・解約申込みなどの投資資金の増減に応じて組入銘柄の調整売買を行いました。 

作成期末の組入銘柄数は、70銘柄となっております。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としている日経500種平均株価や東証株価指数

（ＴＯＰＩＸ）の騰落率に対して下回りました。詳細につ

きましては前掲の「基準価額の主な変動要因」をご参照く

ださい。 

 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、日経500種平均株価、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

です。 
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年４回、１月、４月、７月、10月の各月の７日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、分配を行いま

す。分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とし

ます。分配対象収益の範囲内で、委託会社が分配可能額を勘案のうえ決定します。なお、１月の決算時の分配金額

は、基準価額が当初元本を上回っている場合は、委託会社が基準価額水準を勘案のうえ決定します。 

この基本方針に則り、当作成期中は第58期、第59期決算において、それぞれ１万口当たり40円（税引前）、合計80

円（税引前）の分配を行いました。なお、収益分配に充てなかった留保益については、運用の基本方針と同一の運用

を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第58期 第59期 

2019年７月９日～ 
2019年10月７日 

2019年10月８日～ 
2020年１月７日 

当期分配金 40  40  

(対基準価額比率) 0.486％ 0.445％ 

 当期の収益 40  27  

 当期の収益以外 －  13  

翌期繰越分配対象額 3,713  3,702  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
当ファンドの運用方針に則り、日経500種平均株価採用銘柄で予想配当利回りの上位70銘柄程度を投資対象とし、

各銘柄への資産配分が概ね等金額投資となるよう運用を行います。組入銘柄の見直しと各銘柄の組入比率の調整（リ

バランス）は、原則として１ヵ月毎に行い、株式組入比率は、高位を保つことを基本として運用してまいります。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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日本好配当リバランスオープン 

○１万口当たりの費用明細 (2019年７月９日～2020年１月７日) 

項 目 
第58期～第59期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 39  0.456  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.193)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (19)  (0.220)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 12   0.143   (b)売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (12)  (0.143)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.006   (c)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 51   0.605    

作成期間中の平均基準価額は、8,525円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月９日～2020年１月７日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

 
第58期～第59期 

買 付 売 付 
株 数 金 額 株 数 金 額 

国 
内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 4,002 3,877,932 5,733 5,675,107 

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年７月９日～2020年１月７日) 

 

項 目 第58期～第59期 

(a) 当作成期中の株式売買金額 9,553,039千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 6,637,741千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.43   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月９日～2020年１月７日) 

 

区       分 

第58期～第59期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,877 2,007 51.8 5,675 1,165 20.5 

 
 
 

 

項 目 第58期～第59期 
売買委託手数料総額（A） 9,962千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3,375千円 

（B）／（A） 33.9％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 
 

株式 

利害関係人との取引状況 
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日本好配当リバランスオープン 

○組入資産の明細 (2020年１月７日現在) 

 

 

銘 柄 
第57期末 第59期末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（1.4％）    

三井松島ホールディングス － 69.4 85,223 

建設業（5.7％）    

安藤・間 143.8 － － 

清水建設 115.7 － － 

長谷工コーポレーション 95 57.3 85,434 

西松建設 49.9 34.1 84,806 

熊谷組 － 25.3 84,375 

大東建託 7.5 6.2 84,165 

積水ハウス 58.3 － － 

食料品（1.4％）    

日本たばこ産業 43.5 34.6 82,832 

繊維製品（－％）    

オンワードホールディングス 174 － － 

化学（9.9％）    

昭和電工 32.7 29.1 82,440 

住友化学 207.1 169.4 83,344 

デンカ 32.4 25.8 83,334 

三菱瓦斯化学 72.1 50.3 82,995 

三井化学 － 31.4 82,707 

三菱ケミカルホールディングス 137.6 103.2 83,581 

宇部興産 46.4 35.5 83,176 

ＤＩＣ 36.4 － － 

医薬品（－％）    

田辺三菱製薬 86.3 － － 

石油・石炭製品（3.0％）    

出光興産 32 27.8 86,458 

ＪＸＴＧホールディングス 194.7 169.5 87,648 

ゴム製品（2.9％）    

ブリヂストン － 20.7 84,290 

住友ゴム工業 82.6 63 83,790 

ガラス・土石製品（2.8％）    

日本電気硝子 38.1 34.6 84,424 

東海カーボン 92.1 76.9 82,513 
 

 

銘 柄 
第57期末 第59期末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉄鋼（1.4％）    

日本製鉄 56 － － 

ジェイ エフ イー ホールディングス 65.4 － － 

大和工業 － 30.8 83,098 

非鉄金属（1.4％）    

日本軽金属ホールディングス － 359 82,211 

東邦亜鉛 41.5 － － 

金属製品（1.4％）    

ＳＵＭＣＯ 80.8 － － 

ＬＩＸＩＬグループ 60.8 44.6 85,275 

機械（5.7％）    

アマダホールディングス 85.4 67.5 84,442 

小松製作所 39.8 31.9 83,450 

ＳＡＮＫＹＯ － 23.2 86,768 

日本精工 107.9 81 82,782 

ＮＴＮ 323.6 － － 

電気機器（4.3％）    

コニカミノルタ － 118 84,134 

セイコーエプソン － 50.7 82,995 

キヤノン 32.9 28.1 85,648 

輸送用機器（8.5％）    

トヨタ紡織 73.2 － － 

日産自動車 134.2 － － 

三菱自動車工業 － 183.4 83,630 

新明和工業 75.6 56.9 84,610 

アイシン精機 27.9 － － 

マツダ － 90 84,240 

本田技研工業 37.2 27.2 84,020 

ＳＵＢＡＲＵ 39.5 31 83,188 

ヤマハ発動機 54.1 38.3 83,685 

精密機器（2.9％）    

ニコン 67.9 62.7 85,021 

シチズン時計 187.3 141.1 82,966 
 

国内株式 
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銘 柄 
第57期末 第59期末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

電気・ガス業（4.2％）    

関西電力 83.9 66.6 83,749 

東北電力 － 77.8 83,323 

九州電力 － 89.4 83,231 

情報・通信業（2.9％）    

スカパーＪＳＡＴホールディングス 246.4 173.6 84,022 

ＫＤＤＩ 38.1 － － 

ＮＴＴドコモ 41.5 27.7 85,011 

卸売業（8.6％）    

双日 298.8 239 84,845 

伊藤忠商事 49.8 － － 

丸紅 145.6 104.1 85,309 

兼松 86.5 57.3 84,288 

三井物産 59.3 43.4 85,541 

住友商事 63.4 51.9 84,337 

三菱商事 36.5 29.1 84,928 

銀行業（14.2％）    

めぶきフィナンシャルグループ 368.5 302.4 84,067 

ゆうちょ銀行 94.5 80.2 84,049 

コンコルディア・フィナンシャルグループ 258.2 － － 

あおぞら銀行 40 29.2 84,913 

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 202.3 142 82,942 

りそなホールディングス 230.8 175.9 83,200 

三井住友フィナンシャルグループ 27.2 20.9 83,411 

ふくおかフィナンシャルグループ 52.6 40.1 83,047 
 

 

銘 柄 
第57期末 第59期末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

セブン銀行 367.2 － － 

みずほフィナンシャルグループ 666.9 501 84,268 

北洋銀行 404.5 343 81,977 

池田泉州ホールディングス － 405.7 83,979 

証券、商品先物取引業（5.8％）    

ＳＢＩホールディングス － 36.4 87,542 

大和証券グループ本社 219.3 152.4 85,191 

野村ホールディングス － 149.8 84,187 

松井証券 103.7 97.3 85,332 

保険業（4.3％）    

かんぽ生命保険 － 45.3 85,481 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス 30.3 23.3 84,905 

東京海上ホールディングス － 13.8 84,718 

その他金融業（4.4％）    

イオンフィナンシャルサービス 59.7 48.8 86,668 

日立キャピタル － 29.3 87,519 

オリックス 64.8 46.6 85,883 

三菱ＵＦＪリース 181.4 － － 

サービス業（2.9％）    

みらかホールディングス 42.3 31.4 83,429 

日本郵政 84.6 82.2 84,707 

合 計 
株 数 ・ 金 額 8,017 6,286 5,899,723 

銘柄数＜比率＞ 70 70 ＜95.0％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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○投資信託財産の構成 (2020年１月７日現在) 

項 目 
第59期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 5,899,723 92.8 

コール・ローン等、その他 456,630 7.2 

投資信託財産総額 6,356,353 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第58期末 第59期末 

2019年10月７日現在 2020年１月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 6,971,199,280   6,356,353,337   

 コール・ローン等 178,841,028   252,270,169   

 株式(評価額) 6,576,071,210   5,899,723,930   

 未収入金 93,593,117   183,377,738   

 未収配当金 122,693,925   20,981,500   

(B) 負債 98,241,631   147,342,892   

 未払金 －   95,373,794   

 未払収益分配金 33,544,384   27,765,548   

 未払解約金 48,459,946   8,537,886   

 未払信託報酬 16,041,174   15,478,294   

 未払利息 106   104   

 その他未払費用 196,021   187,266   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,872,957,649   6,209,010,445   

 元本 8,386,096,214   6,941,387,103   

 次期繰越損益金 △1,513,138,565   △  732,376,658   

(D) 受益権総口数 8,386,096,214口 6,941,387,103口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,196円 8,945円 
 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は第58期1,513,138,565円、第59期732,376,658円です。 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、第58期0.8196円、第59期0.8945円です。 

（注） 当ファンドの第58期首元本額は9,094,670,318円、第58～59期中追加設定元本額は351,993,899円、第58～59期中一部解約元本額は

2,505,277,114円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第58期 第59期 

2019年７月９日～ 
2019年10月７日 

2019年10月８日～ 
2020年１月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 121,971,760   19,285,756   

 受取配当金 122,009,310   19,306,717   

 受取利息 611   263   

 その他収益金 2,992   11   

 支払利息 △       41,153   △       21,235   

(B) 有価証券売買損益 △  285,582,992   537,420,864   

 売買益 162,251,073   663,416,461   

 売買損 △  447,834,065   △  125,995,597   

(C) 信託報酬等 △   16,238,891   △   15,666,508   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  179,850,123   541,040,112   

(E) 前期繰越損益金 △  503,267,979   △  583,657,891   

(F) 追加信託差損益金 △  796,476,079   △  661,993,331   

 (配当等相当額) (  2,760,706,872)  (  2,289,136,816)  

 (売買損益相当額) (△3,557,182,951)  (△2,951,130,147)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,479,594,181   △  704,611,110   

(H) 収益分配金 △   33,544,384   △   27,765,548   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,513,138,565   △  732,376,658   

 追加信託差損益金 △  796,476,079   △  661,993,331   

 (配当等相当額) (  2,760,706,872)  (  2,289,136,816)  

 (売買損益相当額) (△3,557,182,951)  (△2,951,130,147)  

 分配準備積立金 353,694,424   281,119,441   

 繰越損益金 △1,070,356,910   △  351,502,768   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）収益分配金 

決算期 第58期 第59期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 105,732,869円 18,743,695円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 2,760,706,872円 2,289,136,816円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 281,505,939円 290,141,294円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,147,945,680円 2,598,021,805円 

 分配対象収益(１万口当たり) 3,753円 3,742円 

 分配金額 33,544,384円 27,765,548円 

 分配金額(１万口当たり) 40円 40円 
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用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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○分配金のお知らせ  

 第58期 第59期 

１万口当たり分配金（税引前） 40円 40円 

支払開始日 各決算日から起算して５営業日までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 

 

<当ファンドの参考指数の著作権等について> 
「日経500種平均株価」は、株式会社日本経済新聞社によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、株式会社日本経済新聞社は、

「日経500種平均株価」自体及び「日経500種平均株価」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

「日経」及び「日経500種平均株価」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て株式会社日本経済新聞社に帰属しています。 

本件投資信託は、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、株式会社日本経済新聞社は、その運用及び本件受益権の取引に関して、

一切の責任を負いません。 

株式会社日本経済新聞社は、「日経500種平均株価」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責任を負いま

せん。 

株式会社日本経済新聞社は、「日経500種平均株価」の構成銘柄、計算方法、その他「日経500種平均株価」の内容を変える権利及び公表を停止する権利

を有しています。 

 


